
【性の多様性の理解促進に関する講座】 

「カミングアウトした先生が語る自分らしい生き方」 

を開催しました 

●日 時  2020 年 11 月 7 日（土）14：00～16：00 

●場 所 「ほっと越谷」セミナールーム 

●参加者  36 人 

【内 容】 

  

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想】 

・自分が小学生のときに、今回の講師のような先生から LGBT に関する授業があればよかったで

す。LGBT に関する理解は数年前に比べてびっくりするくらい進んだと思います。こんな時代が

来るとは思っていなかったです。でも、日本はまだまだだと思います。 

・相談支援の仕事をしています。LGBT の方の相談をうけることもあります。当事者の方がこの

人なら話してもいい、と思ってもらえるような人でありたいと常々思っています。 

・講師のお父様が「ゲイだから幸せになれないのでは」とおっしゃったそうですが、今後はそ

ういった言葉が出ないように、社会が変わらないといけないと思って、私も活動しています。 

・マイノリティであろうがなかろうが、生きるということは同じとつくづく思いました。 

・なかなか LBGT 当事者の声を聞く機会がなく有意義だった。また、社会的に LGBT への関心が

広がっていることに驚いた。 

・講師の一言一言が胸にとてもしみた。本当に今日参加してよかった。この講座が私の今後の

活力となると思う。 

 

性的少数者を表す「LGBT」という言葉は知られるようになりましたが、性的少数者に対する差別

や偏見はいまだになくなりません。 

「ゲイ（男性同性愛者）をカミングアウトした先生」である講師の体験と生き方を通して、多様

性を認め合える社会について考えました。 

 

 


